
FY2026/03Q4_20260513

2024年５月９日 Innovation for a Sustainable World

2026年3月期 決算説明会
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代表取締役 取締役社長（CEO）

後藤 正人
常務執行役員（CFO）

石村 学

資料取り扱い上の注意
• 本資料および口頭にて提供する業績予想は、当社が発表日現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。
また、実際の業績などは様々な要因により大きく異なる可能性があります。

• 本資料に記載しております数字につきましては、単位未満切り捨てで処理しております。比率は四捨五入しております。
• 本資料では、例えば、「FY2026/03」と示す場合、2025年4月1日～2026年3月31日の会計期間を表します。
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FY2026/03 連結業績の概要
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前期比 減収減益

SPE：前期比 減収減益
1月予想比、減収するも増益

FT：前期比 増収増益
OLED向け装置売上増

GA：前期比 増収減益
  利益は関税影響あるも最新機の販売好調

期末配当を170円へ引き上げ (1月予想157円)

売上高 前期比

6,057 億円    -3.1 ％ （-195億円）

営業利益 前期比

       -9.7 ％ （-131億円）

営業利益率 前期比

     -1.5 pt

1,225 億円

20.2 ％ 
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FY2025/03 FY2026/03

通期 通期 前期比

6,252 6,057 -195 -3.1%

1,356
21.7%

1,225
20.2%

-131 -9.7%
-1.5pt

1,382 1,243 -139 -10.1%

994 920 -74 -7.5%

FY2026/03 連結業績
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FY2026/03

1Q 2Q 3Q 4Q 前四半期比

売上高 1,357 1,385 1,510 1,803 293 19.4%

営業利益
営業利益率

243
18.0%

220
15.9%

309
20.5%

450
25.0%

140 45.5%
4.5pt

経常利益 245 222 320 454 134 42.1%

親会社株主に帰属する
当期純利益 166 151 230 370 139 60.5%

四半期 通期（億円） （億円）
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全社地域別売上高比率
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注） 比率は小数点以下を四捨五入しており、各項目の比率を加算しても100%にならない場合があります

1,653

1,357 1,385

四半期 （億円）

1,510

1,803

5% 4%

10% 8%

4%
6%

5% 7%

42%
38%

18%
22%

14%
14%

0

2,000

4,000

6,000

通期
FY2025/03

通期
FY2026/03

日本

台湾

中国

韓国

アジア・その他

北米

欧州

その他

6,252
6,057

通期 （億円）
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83.1% 80.2%
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0.5%

通期
FY2025/03

通期
FY2026/03

0

2,000
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9.1%
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セグメント別売上高比率
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注）比率は小数点第2位以下を四捨五入しており、各項目の比率を加算しても100%にならない場合があります

四半期 （億円）

1,803

1,653

1,357 1,385
1,510

6,252
6,057

通期 （億円）
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（億円）

FY2025
/03 FY2026/03

4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

SPE
売上高 1,355 1,095 1,090 1,200 1,473

営業利益
営業利益率

360
26.6%

256
23.5%

229
21.0%

296
24.7%

443
30.1%

GA
売上高 139 129 128 137 179

営業利益
営業利益率

10
7.2%

5
4.4%

6
5.1%

7
5.2%

16
9.3%

FT

売上高 110 99 135 123 88

営業利益
営業利益率

16
15.4%

10
10.5%

29
21.6%

33
27.1%

12
14.5%

PE

売上高 45 30 24 33 56

営業利益
営業利益率

5
11.0%

-0
-1.0%

-1
-8.0%

-3
-8.9%

9
16.2%

FY2026/03 連結業績  セグメント別
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FY2025
/03

FY2026
/03

通期 通期 前期比

5,195 4,859 -335 -6.5% ・減収・減益
減収の中でも営業利益率
25%は維持1,369

26.4%
1,227
25.2%

-142 -10.4%
-1.2pt

530 574 44 8.5% ・増収・減益
最新機売上好調。米関税
影響などで減益42

8.1%
36

6.3%
-6 -16.1%

-1.8pt

358 447 89 24.9% ・増収・増益
OLED中心に売上増
営業利益率大きく改善30

8.5%
86

19.2%
55 181.8%

10.7pt

141 145 3 2.6% ・増収・減益
固定費増加により減益も、
4Qから業績は回復基調10

7.5%
3

2.6%
-6 -64.2%

-4.9pt
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4,206 4,120 4,295 4,432 
4,866 

1,930 1,764 
1,889 1,812 

1,818 
45 

45 
40 40 

60 530 
460 

447 485 
478 

4Q
FY2025/03

1Q
FY2026/03

2Q 3Q 4Q

仕入債務

有利子負債

その他負債

純資産

財務状況：連結貸借対照表

8

資産 負債および純資産（億円） （億円）

7,224

6,390
6,712 6,672 6,770

1,912 1,945 1,998 2,022 2,138 

747 629 929 666 
978 

1,686 1,753 
1,734 

1,717 
1,586 

961 867 
919 1,022 

1,047 

1,403 
1,195 

1,090 1,342 
1,473 

4Q
FY2025/03

1Q
FY2026/03

2Q 3Q 4Q

現金及び預金

売上債権

棚卸資産

その他流動資産

固定資産

7,224

6,390
6,712 6,672 6,770

純資産は4,866億円に 自己資本比率 67.4％
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財務状況：連結キャッシュ・フロー
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＊ FCF：フリーキャッシュ・フロー

268 

69 

238 

96 

521 

-44 
-97 

-25 -51 
-122 

-197 

-289 

-9 

-119 

17 

224 

-27 

212 

45 

399 

-400

-200

0

200

400

600 営業CF 投資CF 財務CF FCF

四半期 （億円）

712 

927 

-217 
-297 

-464 -401 

494 

629 

-500

0

500

1,000

FY2025/03 FY2026/03
通期 通期

712 927

-217 -297

494 629

-464 -401

通期 （億円）

（億円）
FY2025/03 FY2026/03

4Q 1Q 2Q 3Q 4Q
営業CF 268 69 238 96 521

投資CF -44 -97 -25 -51 -122

FCF＊ 224 -27 212 45 399

財務CF -197 -289 -9 -119 17

通期営業CFは 927億円。利益の積上げ、運転資本のコントロールにより4Qも堅調に推移
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研究開発費・設備投資額・減価償却費
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0

100

200
研究開発費 設備投資額 減価償却費

（億円）
FY2025/03 FY2026/03

4Q 1Q 2Q 3Q 4Q
研究開発費 91 85 90 90 111

設備投資額 159 44 76 67 88

減価償却費 34 34 35 37 38

研究開発費
・SPE中心に想定どおりの着地

設備投資額
・研究用、生産用、IT関連など

想定どおりの着地

0

200

400

FY2025

通期
FY2026

通期
FY2025/03 FY2026/03

通期 通期

317 377

297 277

128 145

通期 （億円）四半期 （億円）
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FY2025/03
実績

売上増減/操業度 採算性 固定費要因 為替影響 FY2026/03
実績

0 

200 

400 

600 

800 

1,000 

1,200 

1,400 

1,600 

FY2025/03 実績 vs FY2026/03 実績 （億円）

営業利益増減分析
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売上増減・
操業度

採算性

固定費要因
為替影響

売上増減/操業度
SPEが主な要因

採算性
主にSPE、FT

固定費
増加要因はSPEを中心とした成長投資
（研究開発費、人件費、減価償却費、など）

為替影響
主にSPE、GA

+115

-134

1,225

1,356

-124

+12
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（億円）

FY2026/03 実績 FY2027/03 予想
上期 下期 通期 上期 下期 通期

売上高 2,742 3,314 6,057 3,170 4,080 7,250

営業利益
営業利益率

464
16.9%

760
22.9%

1,225
20.2%

560
17.7%

940
23.0%

1,500
20.7%

経常利益 468 774 1,243 560 940 1,500

親会社株主に帰属する当期純利益 318 601 920 375 725 1,100

SPE
売上高 2,185 2,673 4,859 2,600 3,400 6,000

営業利益
営業利益率

486
22.3%

740
27.7%

1,227
25.2%

605
23.3%

925
27.2%

1,530
25.5%

GA
売上高 258 316 574 280 310 590

営業利益
営業利益率

12
4.7%

23
7.5%

36
6.3%

20
7.1%

25
8.1%

45
7.6%

FT
売上高 235 211 447 200 270 470

営業利益
営業利益率

39
16.9%

46
21.8%

86
19.2%

5
2.5%

20
7.4%

25
5.3%

PE
売上高 55 89 145 70 85 155

営業利益
営業利益率

-2
-4.1%

6
6.8%

3
2.6%

5
7.1%

10
11.8%

15
9.7%

その他および調整
売上高 7 21 29 20 15 35
営業利益 -71 -56 -127 -75 -40 -115

FY2027/03 業績予想 (2026年5月13日時点）

注）FY2027/03（通期）想定為替レート>> 1USD＝￥145 、1EUR＝￥170        
   想定為替感応度（通期営業利益ベース）>> 対USD：￥1.3億、対EUR：￥0.6億 ＊予想金額は5億円刻みの「約」表記

12
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予想

設備投資額（億円）
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減価償却費（億円）

240 247
270
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377

430
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予想

研究開発費（億円）

研究開発費・設備投資額・減価償却費（5カ年推移と予想）

13

FY2027/03、中計の成長投資フェーズにて、過去最高レベルとなる予定
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FY2026/03
実績

売上増減/操業度 採算性 固定費要因 為替影響 FY2027/03
予想
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営業利益増減分析
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FY2026/03 実績 vs FY2027/03 予想

売上増減・
操業度

採算性

固定費要因 為替影響

売上増減/操業度
主にSPEが貢献

採算性
主にSPE

固定費
増加要因はSPEを中心とした
成長投資
（研究開発費、人件費、減価償却費など）

（億円）

注）利益要因は、5億円刻みの「約」表記

-320 -35

1,500

1,225

+715

-85

為替影響
主にSPE、GA
・2026年3月期 

1USD＝151.53円、1EUR＝175.15円
・2027年3月期計画レート

1USD＝145円、1EUR＝170円
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2026年3月期

配当について

15

2027年3月期

2026年3月期
1月発表 5月発表

1株当たり
中間配当

123円
実施済

123円
実施済

1株当たり
期末配当 157円 170円

合計 280円 293円

・期末配当を1株当たり170円に上方修正
＊2026年4月1日付で普通株式1株につき2株の割合で株式分割

を実施しております
＊2026年3月期は株式分割前、2027年3月期（予想）は株式分

割後の金額を記載しております

＊中期経営計画では連結配当性向30％以上を株主還元方針とし
て設定しております

2027年3月期（予想）
5月発表

1株当たり
中間配当 60円
1株当たり
期末配当 115円

合計 175円

(ご参考) 株式分割前換算

120円

230円

350円
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2024年５月９日

2024年５月９日

事業環境および業績予想詳細

株式会社SCREENホールディングス
代表取締役 取締役社長（CEO）

2026年5月13日

後藤 正人

2026年3月期 決算説明会



FY2026/03Q4_20260513

全社：
・各セグメント、着実な成長を見込む
・ポートフォリオ変革の第一段階、アドバンスドパッケージ事業をFTに統合

SPE：
   AI向けを中心とした旺盛なWFE投資を確実に取りこみ、さらなる成長フェーズ

WFE成長比アウトパフォームを目指す

成長投資を着実に実行：
・新開発拠点ATCA（NY州アルバニー）のローンチ 開発力強化、スピードアップ
・SPE増産体制、進行中

17

FY2027/03 通期業績予想 概要



FY2026/03Q4_20260513

市場動向および見通し

 WFE：CY2025は$117Bでの着地と想定
CY2026は、15～20％程度（$134～140B程度）の成長を見込む（地政学的要因は要注視）

 アプリケーション別投資動向

 中国市場： 先端化に向けたファウンドリー、メモリー投資は堅調

SPE 事業概況

18

ファウンドリー 最先端への投資が予定どおり進行。WFE成長を大きく牽引

ロジック 投資は堅実に回復傾向

メモリー AI主導のDRAM・HBM投資が本格化。NANDも回復の兆し

画像素子 産業用途から徐々に投資回復を期待

パワーデバイス・その他 SiC中心に投資回復の兆し

アドバンスドパッケージ WLP、PLP向け投資は高水準で継続

SPE
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SPE 新規装置アプリケーション別、ポストセールス売上推移
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SPE

232 218 225 256 298
ポストセールス
売上高（億円）

四半期 （億円）

1,473

1,355

1,095

4Q : QoQ
ロジック増加

4Q : YoY
ロジック、DRAM増加

通期 : YoY
DRAM増加

ポストセールス
堅調に増加

注） 比率は小数点以下を四捨五入しており、各項目の比率を加算しても100%にならない場合があります
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5,195
4,859
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通期（億円）
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SPE

1,095

1,355

注） 比率は小数点以下を四捨五入しており、各項目の比率を加算しても100%にならない場合があります

4Q : QoQ
中国向け増加

4Q : YoY
中国向け増加

通期：YoY
台湾向け大きく増加

四半期 （億円）

1,090
1,200

5% 3%

10%
7%

4%
7%

5%
6%

44%
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1,473
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20% 21% 19%
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7%

4%2%
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3%1%

2%
1%15%

10% 25%4%
4%

5%

6%

9%

4%
48%

47% 39%

0

1,000

2,000

3,000

上期
FY2026/03

下期 上期予想
FY2027/03

ファウンドリー

ロジック

Flash

DRAM

画像素子

パワーデバイス

その他

ポストセールス

SPESPE 売上高比率予想 新規装置アプリケーション別、およびポストセールス

半期 （億円）

2,600

2,185

2,673
FY2027/03 上期予想：HoH
(対 FY2026/03 下期実績)
DRAM大きく増加見込み

FY2027/03 上期予想：YoY
(対 FY2026/03 上期実績)
DRAM大きく増加、ポストセールス安定推移

注） 比率は小数点以下を四捨五入しており、各項目の比率を加算しても100%にならない場合があります
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3% 3% 6%7% 6%

15%
3%

9%

3%

5%

7%
7%

36%

43% 37%

32%

21% 23%13%

10% 9%

0

1,000

2,000

3,000

上期
FY2026/03

下期 上期予想
FY2027/03

日本

台湾

中国

韓国

アジア・その他

北米

欧州

その他

2,185

SPESPE 売上高比率予想 地域別 仕向地ベース

2,673

注） 比率は小数点以下を四捨五入しており、各項目の比率を加算しても100%にならない場合があります

半期 （億円）

22

2,600 FY2027/03 上期予想 (HoH)
(対 FY2026/03 下期実績)
北米向け大きく増、台湾、欧州向けも
増加見込み

FY2027/03 上期予想（YoY)
(対 FY2026/03 上期実績)
北米向け大きく増、中国、韓国、欧州
向けも増加見込み
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55% 49% 55%

0

100

200

300

上期
FY2026/03

下期 上期予想
FY2027/03

製品他

リカーリングビジネス

GA 売上高推移 GA

› 新機種リリースにより本体売上好調。増収を目指す
› 利益は米国関税政策の影響を受けるも、収益性改善施策を進めリカバリーを図る

注） 予想比率は、5%刻みの「約」表記
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半期 （億円）

50% 53% 57% 55% 45%
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25%

80%
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上期
FY2026/03 

下期 上期予想
FY2027/03 

ポストセールス
・その他

ADPKG

OLED

LCD

注） 比率は、5%刻みの「約」表記

FT 売上高推移 FT

› 4Ｑポストセールス・その他の増加は、アドバンスドパッケージ向け部門間売上を含む
› 今期はOLED向け売上げ比率増を見込む
› 今期、HDから移管したアドバンスドパッケージは下期売上伸長を想定

211
200

235

24

110

135

99
88

123

半期 （億円）四半期 （億円）
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34% 54% 67% 52% 32%
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20

40

60

4Q
FY2025/03

1Q
FY2026/03

2Q 3Q 4Q

注） 予想比率は、5%刻みの「約」表記

PE 売上高推移 PE

› 韓国、中国の投資回復を受け売上回復。今後も回復基調を見込む
› ポストセールスは安定
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2024年５月９日

2024年５月９日

2026年3月期 決算説明会

中期経営計画
「Value Up Further 2026 」進捗報告

株式会社SCREENホールディングス
代表取締役 取締役社長（CEO）

2026年5月13日

後藤 正人
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3ヵ年累計 目標
（2025年3月期～2027年3月期)

1年目 実績
（2025年3月期）

2年目 実績
（2026年3月期）

3年目 予想
（2027年3月期）

3カ年累計 予想

連結

累計売上高 1.8兆円以上 6,252億円 6,057億円 7,250億円 1兆9,560億円

通算営業利益率 19％以上 21.7% 20.2% 20.7% 20.9%

ROIC 15％以上 24.7% 20.0% ー ー

株主還元方針 連結配当性向：30％以上
（成長投資の進捗度合いに応じて、

機動的に自社株買いを実施）

連結配当性向：30.1％ 連結配当性向：30.1％ 連結配当性向：30％以上
（成長投資の進捗度合いに応じて、

機動的に自社株買いを実施）

連結配当性向：30％以上
（成長投資の進捗度合いに応じて、

機動的に自社株買いを実施）2025/2/17～2026/4/7 自社株買いを実施

SPE
累計売上高 1兆5,000億円以上 5,195億円 4,859億円 6,000億円 1兆6,054億円

通算営業利益率 23～25% 26.4% 25.2% 25.5% 25.7%

GA
累計売上高 1,500億円以上 530億円 574億円 590億円 1,695億円

通算営業利益率 6～9% 8.1% 6.3% 7.6% 7.3%

FT
累計売上高 1,000億円以上 358億円 447億円 470億円 1,275億円

通算営業利益率 3～5% 8.5% 19.2% 5.3% 11.1%

PE
累計売上高 500億円以上 141億円 145億円 155億円 442億円

通算営業利益率 12～15％ 7.5% 2.6% 9.7% 6.7%

Value Up Further 2026 財務目標の進捗・予想

（注）上記項目の数値目標はオーガニック・グロースを前提
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Value Up Further 2026 キャッシュアロケーション（中計3カ年累計： FY2025/03-FY2027/03 ）

投資原資
（営業CF＋研究費

＋手元資金）

約3,600億円

設備投資
約1,000億円

研究費
約1,100億円

戦略投資
約800億円

研究費
(3年累計予想)

1,124億円

設備投資
(3年累計予想)

1,004億円

戦略投資
(3年累計予想)

800億円

配当
約700億円

配当
(3年累計予想)

897億円

28

1年目：297億円

1年目： 297億円

1･2年目実績、3年目予想計画

3年目e：M&A、アドバンス
ドパッケージなど 470億円

1年目：317億円

2年目：377億円

3年目e：430億円

2年目：277億円

3年目e：430億円

2年目：267億円

3年目e：333億円

1～2年目：自社株買い、
技術譲受 330億円

ほぼ想定内で推移

想定以上に推移

3年累計予想
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ESG関連の取り組み

29

E（環境）
 「令和７年度しが生物多様性取組認証制度」において最高評価の3つ星を獲得

S（社会）
 健康経営銘柄に3年連続で選定

- 4年連続で「健康経営優良法人～ホワイト500～」にも認定 – 

G（ガバナンス）
 取締役会の実効性評価実施

- 第三者機関によるアンケートを実施。評価結果の概要をWebに近日開示予定   
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最近のグループニュース（ 公式サイトより抜粋：2026年1月31日～2026年5月13日 ）

30

HD

 光干渉断層撮影による口腔がんのがん細胞浸潤を可視化 
－口腔がん3Dモデルにおけるがん細胞浸潤の非侵襲的・定量的評価の解析ツールとして期待－ (2026.02.24)

 健康経営銘柄に3年連続で選定 4年連続で「健康経営優良法人～ホワイト500～」にも認定 (2026.3.10)

 量子通信システム開発のスタートアップ企業LQUOM社の株式を取得 (2026.3.13)

 「知財・無形資産ガバナンス表彰（2025年度）」特別賞を初受賞 (2026.3.18)

 「第72回大河内記念生産賞」を受賞 (2026.3.26)

 米国・NY州の半導体製造プロセスの海外開発拠点「ATCA」の開所式を開催 (2026.4.16)

 「令和7年度しが生物多様性取組認証制度」において最高評価の3つ星を獲得 (2026.4.30)

詳細はこちら （公式WEBページへ）

PE  プリント基板リペア装置「SpairD」を発売 (2026.3.6)

https://www.screen.co.jp/news/2026
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Topics

健康経営銘柄に3年連続で選定、4年連続で「健康経営優良法人～ホワイト500～」にも認定
＜2026年3月10日＞

健康経営を実践する上場企業の中から、特に優れた取り組みを実践している企業として「健康経営銘柄」に3年連続で選定。
また、優良な健康経営を実践している法人として「健康経営優良法人～ホワイト500～」に4年連続で認定

健康経営銘柄
 東京証券取引所の上場会社の中から「健康経営」に優れた企業を選定

＊ 健康経営銘柄に3回以上選定されているのは、同業種（電気機器業種）内で当社含めて7社のみ

健康経営優良法人認定制度
 地域の健康課題に即した取り組みや日本健康会議が進める健康増進活動を基に、

 特に優良な健康経営を実践している大企業や中小企業などの法人を顕彰する制度

 当社グループでは、従業員一人ひとりが持てる力を最大限発揮
できる状態を目指し、健康経営を推進

 HD代表取締役 取締役社長が健康経営の最高責任者となり、健
康増進のための９項目「いきいき９」に基づき、従業員と職場
の両面から心と身体の健康づくりをグループ全体で推進

 健康経営の取り組みを通じ、従業員のパフォーマンス発揮度
(プレゼンティーズム)の向上を実現

今後も従業員の健康増進を重要な経営課題と位置付け、健康経営への取り組みをさらに進展させる

詳細はこちら （公式WEBページへ） HD
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量子通信システム開発スタートアップ企業LQUOM（ルクオム）社の株式を取得 ＜2026年3月13日＞ 

出資先概要

(1) 名 称： LQUOM株式会社（ルクオム）
(2) 本社所在地： 神奈川県横浜市保土ヶ谷区常盤台79番5号
(3) 代表者： 新関 和哉
(4) 設立： 2020年1月

Topics

 LQUOM株式会社は横浜国立大学発のスタートアップ企業。量子インターネット実現に向けた量子通信システム、
量子中継器、関連技術の開発に取り組む。当社の技術や知見とLQUOM社の量子中継器を組み合わせ、安定かつ
セキュアな量子通信の社会実装に貢献する

詳細はこちら （公式WEBページへ）

量子領域への事業参入の機会を獲得するとともに、通信分野におけるエコシステムへの参画を図る

32

HD

https://www.screen.co.jp/news/NR260313
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「知財・無形資産ガバナンス表彰（2025年度）」特別賞を初受賞 ＜2026年3月18日＞ 

詳細はこちら （公式WEBページへ）
Topics 

今後も社会課題を解決する研究開発と、それを支える知的財産活動をさらに強化する

33

表彰式の様子

 一般社団法人 知財・無形資産ガバナンス推進協会が選定

 日本に所在する企業を対象に、知財・無形資産ガバナンスを実践し企業価値
向上を図り、ロールモデルとなる活動を推進している企業を表彰する

 以下の2点を評価

1. 全社的ガバナンス：CEOを委員長とする「知財戦略委員会」を設置。
マーケティングや財務、人事等の役員が参画する多
角的な議論体制を構築

2. 戦略的投資：成長投資比率を80%に引き上げ。オープンイノベーション
を通じた知財の再生産サイクルを確立

HD

https://www.screen.co.jp/news/NR260318
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「第72回大河内記念生産賞」を受賞 ＜2026年3月26日＞ 

詳細はこちら （公式WEBページへ）Topics

表彰式の様子

大河内賞
 日本の生産工学、生産技術にかかる研究開発において、卓越した業績をあげた研究者

や企業などの功績をたたえる権威ある賞
 「大河内記念生産賞」は生産技術、高度生産方式など、優れた発明や考案により、産

業上の顕著な業績をあげた事業体に贈られる

公益財団法人 大河内記念会が主催する第72回大河内賞において
「大河内記念生産賞」を受賞。同賞の受賞は、今回で2回目

 各種装置開発で培った技術を活用し、フォトマスクを使用せずにパターンを
直接描画する方式の露光装置を開発。これにより、柔軟性の向上、コスト削
減、リードタイムの短縮などを実現した点を評価

HD

今後もお客さまの幅広いニーズに対応し、エレクトロニクス業界へのさらなる発展に貢献

34

https://www.screen.co.jp/news/NR260326
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Topics

35

半導体製造プロセスの海外開発拠点「ATCA」の開所式を開催 ＜2026年4月16日 発表＞ 

HD

洗浄・エッチング領域、熱処理、アドバンスドパッケージなど、幅広い領域で競争力強化と収益性向上を目指す

詳細はこちら（公式WEBページへ）

ATCA
米NY州・アルバニーで最先端の半導体研究施
設を運営するニューヨーク・クリエイツ（以
下NYCR）と提携し、同社の施設「Albany 
Nanotech Complex」内に設立された研究開
発拠点。最先端デバイスの特性評価を現地で
行うことが可能となり、要素技術開発に要す
る期間の短縮を狙う。NYCRのインフラを活
用しながら、SCREEN独自の研究開発と、グ
ローバルパートナーとの共同開発を行う

4月15日（現地時間）、米国・ニューヨーク州に研究開発拠点として設立した「SCREEN Advanced Technology 
Center of America, LLC（以下、ATCA）」の開所式を開催

開所式の様子 ATCA 社長 Ian J. Brownによるスピーチの様子
左から：
Empire State Development COO、副コミッショナー Kevin Younis氏
Empire State Development 社長兼CEO、コミッショナー Hope Knight氏
ATCA 社長 Ian J. Brown
SCREENホールディングス 社長兼CEO 後藤 正人
NY Creates 社長 David Anderson氏

https://www.screen.co.jp/news/NR260416
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プリント基板リペア装置「SpairD（スペアード）」を発売 ＜2026年3月6日＞ 

詳細はこちら （公式WEBページへ）
Topics 

36

 高付加価値化が進むプリント基板において歩留まり改善の重要性が高まり、効
率的に修復できるリペア装置へのニーズは拡大

 基板リペア装置の開発は、当社初。高性能レーザーにより幅広い基板に対応。
ショートや余剰銅箔の高速・高精度除去、そして優れたタクトタイム*¹と直感
的な操作性による生産性向上と安定運用が特徴

 2モデルをラインアップ
SPD15(ラインアンドスペース: 15μm)：2026年3月発売
SP-D5 (ラインアンドスペース: 5μm)  ：2026年6月発売

 既存装置の光学式外観検査装置「MIYABI」などAOI*²による検査に加えて、リ
ペア工程にもソリューションを提供。歩留まりの向上や廃棄材料の削減に寄与

成長が期待されるプリント基板市場の多様なニーズに応え、同業界のさらなる発展をけん引

PE

SpairD（SP-D5）SpairD（SP-D15）

＊1 欠陥サイズ：25μm×15μm対応、タクトタイム：約20秒（当社調べ）
＊2 AOI：Automated Optical Inspection：自動光学検査

https://www.screen.co.jp/pe/info/PE260306
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2026年3月期 決算後

当社主催 スモールグループミーティング開催のお知らせ
（機関投資家向け）

日程： 【日本語】 2026年6月11日（木）   9:30 － 10:20

【英 語】 2026年6月16日（火） 17:00 － 17:50 

 オンライン（Teams）にて開催
詳細は近日中にメールにてご案内予定

 スピーカー：
上席執行役員 
グローバルコミュニケーション戦略本部長 兼 IR室 室長 乙部 千穂

IR室 副室長 中村 伸吉
IR室 ジェネラルマネジャー 三浦 雄一

 

HDTopics
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主要装置と世界シェア（2025年） SPE

Batch-type cleaning equipment
FC-3100

Single wafer cleaning equipment
SU series

Spin scrubber
SS series

Global Share

No.1*
Global Share

No.1*
Global Share

No.1*

70%38% 63%
43%34% 56%

38

*Graph created by SCREEN based on Gartner Research, Source, Gartner®, Market Share: Semiconductor Wafer Fab Equipment, Worldwide, 2025, Menglin Cao et al., 2 April 2026- ID G00846972 *Single wafer cleaning equipment＝
Single-Wafer Processors, Batch-type cleaning equipment=Wet Stations, Spin scrubber=Scrubbers, Listed as SCREEN Semiconductor Solutions in this report. The Gartner content described herein (the “Gartner Content”) represents 
research opinion or viewpoints published, as part of a syndicated subscription service, by Gartner, Inc. ("Gartner"), and is not a representation of fact. Gartner Content speaks as of its original publication date (and not as of the date of 
this presentation), and the opinions expressed in the Gartner Content are subject to change without notice. Gartner does not endorse any company, vendor, product or service depicted in its publications, and does not advise 
technology users to select only those vendors with the highest ratings or other designation. Gartner publications consist of the opinions of Gartner’s business and technology insights organization and should not be construed as 
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Appendix 製品別売上高比率
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75%

20%

5%

枚葉式洗浄

コーターデベロッパー
／FLA／その他

バッチ式洗浄

注）上記比率は、5%刻みの「約」表記

FY2026/03 通期

（%）
FY2023/03 FY2024/03 FY2025/03 FY2026/03

枚葉式洗浄 65 70 80 75

バッチ式洗浄 25 20 15 20

コーターデベロッパー／
FLA／その他 10 10 5 5

SPE
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（億円） FY2017/03 FY2018/03 FY2019/03 FY2020/03 FY2021/03 FY2022/03 FY2023/03 FY2024/03 FY2025/03 FY2026/03 FY2027/03
（予想）

売上高 3,002 3,393 3,642 3,232 3,203 4,118 4,608 5,049 6,252 6,057 7,250

営業利益 337 427 296 125 244 612 764 941 1,356 1,225 1,500

営業利益率（%） 11.2 12.6 8.1 3.9 7.6 14.9 16.6 18.6 21.7 20.2 20.7

総資産 3,006 3,658 3,809 3,479 3,826 4,593 5,628 6,768 6,712 7,224 -

自己資本 1,428 1,708 1,791 1,739 2,083 2,477 2,998 3,718 4,206 4,865 -

自己資本比率（%） 47.5 46.7 47.0 50.0 54.5 53.9 53.3 54.9 62.7 67.4 -

ROE（%） 18.4 18.2 10.3 2.8 7.9 19.9 21.0 21.0 25.1 20.3 -

減価償却費 53 57 68 88 96 95 87 108 128 145 180

設備投資額 82 144 240 79 78 134 290 398 297 277 430

研究開発費 177 208 228 215 215 240 247 270 317 377 430

EPS（円） 127.99 152.16 96.78 26.85 81.31 244.14 304.08 371.05 511.77 486.63 581.74

配当金（円） 21.75 27.50 24.25 7.50 22.50 73.25 91.25 111.75 154.00 146.50 175.0 

Appendix 主要数値の推移
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注）2023年10月1日付で普通株式1株につき2株の割合で株式分割を実施。さらに2026年4月1日付で普通株式1株につき2株の割合で株式分割を実施。
EPS、配当金はすべて、2017年3月期 期首に分割が行われたと仮定して算定しています。
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Appendix セグメント別業績推移
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6,252

4,608 5,049
6,057

(%)

3,232 3,203

（億円）
FY2017/03 FY2018/03 FY2019/03 FY2020/03 FY2021/03 FY2022/03 FY2023/03 FY2024/03 FY2025/03 FY2026/03 FY2027/03

（予想）

SPE
売上高 2,060 2,271 2,525 2,305 2,355 3,193 3,709 4,176 5,195 4,859 6,000

営業利益
営業利益率

293
14.2%

363
16.0%

258
10.2%

161
7.0%

259
11.0%

628
19.7%

769
20.7%

970
23.2%

1,369
26.4%

1,227
25.2%

1,530
25.5%

GA
売上高 458 534 482 455 374 433 456 477 530 574 590

営業利益
営業利益率

14
3.2%

30
5.7%

11
2.4%

14
3.2%

5
1.4%

16
3.8%

33
7.4%

42
9.0%

42
8.1%

36
6.3%

45
7.6%

FT
売上高 381 452 492 351 347 332 261 232 358 447 470

営業利益
営業利益率

43
11.5%

45
10.2%

37
7.7%

-25
-7.3%

4
1.3%

5
1.8%

-18
-7.0%

-4
-1.8%

30
8.5%

86
19.2%

25
5.3%

PE
売上高 89 121 123 100 104 133 168 146 141 145 155

営業利益
営業利益率

7
8.4%

10
8.3%

7
6.2%

-2
-2.6%

7
7.4%

20
15.6%

33
19.9%

18
12.7%

10
7.5%

3
2.6%

15
9.7%

4,118 3,6423,3933,002

7,250

注）予想金額は5億円刻みの「約」表記

（億円）
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